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佐
藤
局
長
は
冒
頭
、
「
自
宅
待
機
者
が

急
増
し
た
５
月
の
要
望
の
際
、
宿
泊
療
養

施
設
の
２
棟
目
に
む
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
設
置
に
至
っ
た
。
今
後
も
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
と
り
く
み
た

い
」
と
の
べ
ま
し
た
。 

  

要
望
書
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給

を
国
に
求
め
、
集
団
感
染
に
よ
る
リ
ス
ク

が
高
い
保
育
園
・
幼
稚
園
、
児
童
福
祉
施

設
や
学
校
な
ど
の
職
員
等
へ
の
優
先
接

種
、
介
護
労
働
者
に
対
す
る
抜
本
的
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
対
策
、
感
染
症
対
策
の
視
点
を

欠
い
た
公
立
・
公
的
病
院
の
病
床
削
減
撤

回
を
国
に
求
め
る
こ
と
、
地
域
経
済
や
市

民
生
活
を
支
え
て
い
る
中
小
業
者
の
役
割

に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
策
の
実
施
、
精
神
障

害
者
医
療
助
成
の
拡
充
と
交
通
費
助
成
の

実
施
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
国
保
、
医

療
、
子
育
て
支
援
、
地
域
交
通
、
教
育
な

ど
、
38
項
目
盛
り
込
み
ま
し
た
。 

  

少
人
数
学
級
が
前
進
す
る
一
方
、
特
別

支
援
と
普
通
学
級
に
同
時
に
在
籍
す
る
児

童
が
、
学
級
編
成

の
人
数
に
反
映
さ

れ
ず
、
40
人
以

上
の
学
級
と
な
る

問
題
に
、
真
下
議

員
は
「
在
籍
し
て

い
て
机
と
椅
子
が

あ
る
の
に
人
数
に

入
れ
な
い
の
は
児

童
の
人
権
に
か
か

わ
る
重
大
問
題
」

と
指
摘
し
て
、
改

善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

旭
川
市
街
地
に
ヒ
グ
マ
が
出
没
し
た
問

題
で
、
市
街
地
で
の
駆
除
が
必
要
に
な
る

事
態
も
想
定
し
、
専
門
家
の
知
恵
を
生
か

し
た
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

  

真
下
議
員
は
、
地
域
の
課
題
が
な
か
な

か
解
決
し
な
い
の
は
、
菅
政
権
が
『
自

助
』
を
か
か
げ
る
政
治
に
問
題
が
あ
る
。

道
民
の
厳
し
い
生
活
実
態
を
く
み
と
っ

て
、
一
緒
に
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

東
京
都
を
中
心
に
一
日
あ
た
り
の
感
染
者
が
過
去
最
多
を
更
新
し
て
い

る
中
、
真
下
紀
子
議
員
は
、
８
月
３
日
の
道
議
会
保
健
福
祉
委
員
会
で
、

菅
義
偉
首
相
の
入
院
制
限
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

方
の
病
状
の
急
変
は
、
誰
に
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
自
宅
で
対
応

で
き
る
の
か
、
全
く
理
解
で
き
な

い
」
と
批
判
し
、
道
の
見
解
を
求
め

ま
し
た
。 

道
は
、
正
式
な
通
知
は
ま
だ
な
い

と
し
つ
つ
、
「
医
師
が
国
の
通
知
の

も
と
、
個
々
の
症
状
に
基
づ
き
入
院

を
判
断
す
る
こ
と
が
大
前
提
。
軽

症
、
無
症
状
の
自
宅
療
養
へ
の
支
援

体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

入
院
病
床
が
ひ
っ
迫
し
、
入
院
・

ホ
テ
ル
療
養
待
機
者
が
急
増
す
る

中
、
菅
首
相
は
突
如
「
重
症
者
以
外

は
自
宅
療
養
」
と
い
う
方
針
転
換
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。
真
下
議
員
は
、

「
酸
素
吸
入
を
し
て
い
る
中
等
症
の

デ
ル
タ
株
の
置
き
換
わ
り
で
感
染

状
況
が
変
わ
る
中
で
も
、
鈴
木
直
道

知
事
は
、
競
歩
・
マ
ラ
ソ
ン
の
観
戦

自
粛
だ
け
で
開
催
を
容
認
し
ま
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
供
給
制
限
で

混
乱
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

真
下
議
員
は
、
福
祉
施
設
、
事
業

所
、
学
校
、
自
宅
で
感
染
が
拡
が
っ

て
お
り
、
感
染
者
の
早
期
把
握
の
た

め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
な
ど
検
査
の
拡
大
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
、
若
年
層
の
接
種
と
道
の
集
団

接
種
会
場
設
置
に
よ
る
接
種
体
制
の

拡
充
、
検
査
の
拡
大
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。 

 

道
は
、
「
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合

も
受
検
で
き
る
体
制
を
強
化
す
る
」

「
国
に
ワ
ク
チ
ン
供
給
を
求
め
、
希

望
者
へ
の
接
種
を
促
進
す
る
た
め
、

市
町
村
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
円

滑
な
接
種
に
努
め
る
」
と
答
弁
。
ま

た
、
道
の
集
団
接
種
会
場
の
設
置
は

検
討
中
、
ワ
ク
チ
ン
は
同
種
の
接
種

が
必
要
と
の
認
識
も
示
し
ま
し
た
。 

 新型コロナの新規感染者が急増し、治

療が必要でも入院できない深刻な状況が

出始めた11日、共産党旭川市議団と一緒

に「道政執行及び22年度予算編成に関す

る要望書」を佐藤昌彦上川総合振興局長

に手交し、意見交換しました。 
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道
は
、
北
海
道
観
光
の
モ
デ
ル
と
し
て
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
と
黙
食
・
黙
浴
な

ど
を
推
奨
し
、
業
界
団
体
の
全
国
統
一
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
い
て
宿
泊
施
設

が
行
う
感
染
防
止
対
策
に
必
要
な
消
耗
品
、
機
器
、
備
品
の
導
入
や
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
整
備
な
ど
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
、
観
光
や
帰
省
に
よ
る
来
道
者
が
増
加
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
拡
大
し
て
い

ま
す
。
真
下
紀
子
議
員
は
、
８
月
４
日
の
食
と
観
光
対
策
特
別
委
員
会
で
来
道

者
の
検
査
拡
大
、
陽
性
疑
い
時
の
搭
乗
自
粛
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

羽
田
空
港
な
ど
か
ら
道
内
空
港
へ
の

来
道
者
に
対
し
て
、
国
が
無
料
で

行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
が

自
粛
に
よ
っ
て
観
光
や
旅
の
ニ
ー
ズ

が
変
化
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
観

光
・
旅
行
再
開
に
向
け
た
準
備
を
求

め
ま
し
た
。 

山
崎
観
光
振
興
監
は
、
「
道
民
の
意

向
把
握
・
意
向
の
変

化
は
、
日
々
か
な
り

密
な
頻
度
で
宿
泊
事

業
者
、
旅
行
代
理
店

と
意
見
交
換
し
、
把

握
し
て
い
る
」
と
答

え
、
「
観
光
施
策
を

内
部
で
今
立
案
中
」

と
答
え
ま
し
た
。 

４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

沖
縄
県
で
は
抗
原
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
、
来
県
す
る
際
に
協
力
を
求

め
て
い
ま
す
。
真
下
議
員
は
、
来
道

の
際
に
も
検
査
が
必
要
と
意
識
づ
け

る
必
要
が
あ
る
と
提
案
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
陽
性
疑
い
の
場
合
、
道
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
保
障
を
国
に
要
請
し

て
い
ま
す
が
、
保
障
が
な
い
こ
と
が

検
査
を
し
な
い
大
き
な
理
由
に
な
っ

て
い
ま
す
。
受
検
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
気
持
ち
よ
く
搭
乗
を
自
粛
で
き

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
対
策
が
必
要
と

の
べ
、
検
討
を
求
め
ま
し
た
。 

観
光
局
誘
客
担
当
局
長
は
８
月
31

日
ま
で
の
国
の
無
料
検
査
を
周
知
す

る
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

来
道
に
よ
る
感
染
拡
大
を
本
気
で
抑

止
す
る
姿
勢
が
必
要
で
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
利
用
密
度
が
１
日
２

０
０
人
～
２
千
人
の
黄
色
線
区
に
つ
い

て
、
「
維
持
す
る
仕
組
み
の
体
制
整
備
の

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
」
と
、
６
月
の

参
考
人
招
致
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
４
日

の
地
方
路
線
問
題
調
査
特
別
委
員
会
で
、

真
下
議
員
は
改
め
て
、
そ
の
仕
組
み
に
対

す
る
地
方
の
財
政
負
担
の
考
え
方
に
つ
い

て
質
問
。
道
は
「
路
線
の
経
常
的
な
損
失

を
直
接
補
填
す
る
欠
損
補
助
、
い
わ
ゆ
る

赤
字
補
填
は
で
き
な

い
」
と
改
め
て
表
明
し

ま
し
た
。 

一
方
、
自
然
災
害
を
契
機
に
赤
字
路
線

を
廃
止
し
て
い
く
進
め
方
が
既
成
事
実
化

し
て
い
る
と
批
判
。
根
室
本
線
（
東
鹿

越
・
新
得
間
）
に
つ
い
て
も
、
復
旧
さ
せ

ず
に
利
用
減
少
を
加
速
化
さ
せ
て
廃
線
の

決
断
を
迫
る
考
え
方
は
見
直
す
べ
き
と
主

張
。
道
は
、
「
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て

は
、
当
該
路
線
の
持
続
的
維
持
が
前
提
。

将
来
を
見
据
え
た
交
通
体
系
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
行
く
」
と
廃
線
あ

り
き
の
姿
勢
を
崩
し
ま
せ
ん
。 

国
か
ら
想
定
以
上
の
支
援
を

受
け
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
路

線
の
廃
止
を
前
提
に
し
た
経
営
改
善
計
画

を
改
め
る
べ
き
で
す
。
真
下
議
員
は
、
赤

線
区
は
黄
色
線
区
に
比
べ
、
鉄
道
活
性
化

協
議
会
に
よ
る
取
り
組
み
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
フ
ェ
ア
な
判
断
で
は
な
い
と
の
べ
、

道
が
広
域
的
観
点
か
ら
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
維
持
存
続
に
向
け
た
役
割
を
果
た
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

 

国
が
示
し
た
想
定
を
超
え
る
支
援
は
、
線
区
の
色
に
か
か
わ
ら
ず
、
路
線
維
持
の

た
め
に
使
う
べ
き
で
す
。
自
然
災
害
を
理
由
に
復
旧
せ
ず
、
廃
線
を
迫
る
現
経
営
計

画
は
見
直
す
べ
き
で
す
。
４
日
の
地
方
路
線
問
題
特
別
委
員
会
で
求
め
ま
し
た
。 

困ってることはありませんか？ 
校則 かえられるって 知 ってまし
た？ 教えてください校則のこと。 

道議会報告をしながら校則のことを
お聞きしています。 


